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１１月２７日にみやぎ地域づくり団体協議会仙南支部交流会を開催し，地域づくり団

体の皆様をはじめ，地域おこし協力隊の方々に御参加いただきました。 

 
第１部 ＮＰＯ法人川崎町の資源をいかす会 活動見学 
 

第１部では川崎町で森林保全活動を行っている「ＮＰＯ法人川

崎町の資源をいかす会」の活動を見学しました。始めに，仙台市

の「NPO 法人ドングリの森」が保有する山林で，ナラ枯れを防

ぐため同会が実施している伐採作業の現場を訪問しました。 

実際に木を切り倒す場面の見学や，チェーンソーによる玉切

り作業などを行わせていただき，貴重な体験となりました。 

その後，同会が建設している水力発電用水車を見学し

ました。水車のほとんどが会員さんの手作りということ

で，今年３月に竣工予定とのことです。 

 

 

 

 

第２部 川崎町地域おこし協力隊活動見学＆意見交換会 
 

第２部では，川崎町の地域おこし協力隊の方々が活

動している「みやぎ川崎ＳＰＲＩＮＧ」を訪れ，施設

について紹介いただきました。同町への移住定住や起

業を考えている方に対する相談窓口や会議室，ワーク

ショップルームなどがあり，様々なシチュエーション

での活用が可能な施設となっています。 

 

その後行われた参加者間の情報交換会では，それぞれ

の活動についての紹介や協力隊の方々の地域との関わり

方など活発な意見交換がなされました。 

交流会全体を通して，地域づくり団体と地域おこし協

力隊のつながりができ，皆さんの活動の参考になった様

子でした。 

 

 

平成３０年度仙南支部交流会の開催 
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南蔵王高原１・２・３の会は，「障害を持つ人も持た

ない人も自由に交流できる場を作り，共に生きること」

を目的に活動されている団体です。 

同会が設立された１９９１年当時，障害のある方とな

い方の接点が少なかったことから，地域の中でお互いの

立場や多様性を理解し，共に生き，共に歩んでいけるよ

う山小屋を建設したもので，誰もがわけへだてなく集い，

楽しめる場として活用されています。 

 

山小屋は多くの部分が会員の手作りで，内装や丸太

の重ね方など，こだわりが詰まったものになっていま

す。東日本大震災の発生当時は，支援物資の保管と仕

分けの場所として活躍しました。 

また，山小屋では毎月１回，地域の方々を交えて食

事会が開催されています。発足以来３０年近く継続し

ている行事で，交流や情報交換の場になっているとの

ことです。 

代表の津村経夫さんは，「山小屋は，障害のある方とない方がお互いに尊重し合う，平

等な社会の実現を目指し建設した。この山小屋の役割がなくなるような社会が実現してほ

しい」と話していました。 

 

 

 

 

 

蔵王通り振興会は，遠刈田温泉蔵王通りの商店

や飲食店などで構成されており，温泉街の振興

のため，様々な活動をしています。 

中でも毎年６月初めに行われる「とおがった大

道芸」は多くの観光客が訪れる一大イベント。

遠刈田温泉街のメインストリートを複数の会場

に分け，国内外で活躍する大道芸人達がパフォ

ーマンスを行うもので，ジャグリングやマジッ

クショーをはじめ，ダンス，アクロバットなど

迫力のある様々なパフォーマンスが楽しめます。 

 

多様性を尊重し合う社会を目指して    南蔵王高原１・２・３の会（白石市） 

会員活動紹介 

 

温泉街を盛り上げていくために          蔵王通り振興会（蔵王町） 
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このイベントは，温泉街の通りをアピー

ルしたいという想いから，平成８年以降毎

年開催されており，今年もこれから準備が

始まるとのことでした。 

蔵王通り振興会 前会長の遠藤裕一さん

は，遠刈田温泉の活性化について，「様々

な方とコミュニケーションをとりながら

関係者と連携し，取り組んでいきたい」と

話していました。 

 

 

 

 

 

柴田町地域おこし協力隊が「ＮＰＯ法人余白」を設立 
 

柴田町地域おこし協力隊 佐藤祥多さんが昨年１２

月に「ＮＰＯ法人 余白」を設立しました。 

法人名の「余白」は，ヒトの時間・お金・ココロな

どといった余白の部分を借りて，地域づくりを行って

いきたいとの想いから名付けたそうです。 

主に公共施設などの施設管理を行いながら，仙南地域

や福島県北地域を中心に，地域福祉・農業など様々な

分野からヒトづくり・まちづくりに携わっていきたい

とのことで，今後は特に２３歳以下の方々を対象に，

キャリア教育等の支援を行い，若者の挑戦の場を提供していきたいとのことです。 

今後キックオフイベントを開催予定。詳細は今後下記ＵＲＬに掲載されます。 

ＵＲＬ：https://www.facebook.com/shibata.twn.okoshi/  

 

 

大河原地方振興事務所からのお知らせ 
 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市の小原温泉・鎌先温

泉・白石湯沢温泉、蔵王町の遠刈田温泉及び川崎町の青根

温泉・峩々温泉の各温泉地が連携し，「みやぎ蔵王温泉郷」

として温泉紹介や観光情報を発信しています。是非ご覧く

ださい 

        ＵＲＬ：https://www.facebook.com/miyagizao.onsen 

 

地域の情報 
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２月７日に県内７支部の活動状況等を話し合う意見交換会が県庁で開催され，仙南支

部からは，会員と事務局合わせて３名が参加しました。 

始めに各支部で様々な活動をされている参加者の自己紹介が行われ，続いて各支部の

活動状況や課題等について情報を交換しました。各支部とも独自の事業が行われており，

仙台・栗原・気仙沼の各支部では，会員団体向けに助成金交付事業を実施しているとの

ことです。 

意見交換では「地域おこし協力隊を巻き込んで活動していきたい」「県全体での交流会

を開催したい」といった積極的な意見が出されました。 

また，昨年１１月に福島県で開催された「地域づくり団体協議会全国研修交流会」の

参加者から当日の様子や感想などの発表もありましたので，今後の仙南支部の事業の参

考にしてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

情報提供にご協力をお願いします 
仙南支部では，地域づくりに関するイベントや参加者募集など，皆さまからいただい

た情報を支部ホームページに随時掲載します。また，チラシ等も県大河原合同庁舎をは
じめとする管内の公共・集客施設等に設置させていただきます。 

ＰＲしたい情報がありましたら，下記の宛先までお送りください。皆さまからの情報

提供をお待ちしています。 

 

 

会員訪問を実施しています 
仙南支部事務局では，会員の皆様の活動状況等についてお伺いするため，会員訪問を

実施しています。事務局から連絡させていただきますので，どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

  本紙についてのご意見や，当支部についてのご意見・ご要望等ありましたら，こちら

までお寄せください。 
 

 
 

    《みやぎ地域づくり団体協議会仙南支部事務局》 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 商工・振興第一班 
〒989-1243 宮城県柴田郡大河原町字南 129-1 
電話 0224-53-3199  FAX 0224-53-3076 
e-mail  oksinbk＠pref.miyagi.lg.jp 
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/tiikidukuriindex.html 

 

お知らせ 
 

事務局からのお知らせ 

６周年記念大会を開催        

 

 

 

みやぎ地域づくり団体協議会支部間意見交換会 開催 
 


